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升
し
た
も
の
は
、
地
充
に
漢
T

ん
す
る
己

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一
一
段
階
に
分
け

て
推
進
す
る

ζ
の
方
式
白
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

三
一
段
階
に
升
け
て
行
い
ま
す
。
第
一
段

階
と
し
て
は
モ
デ
ル
地
医
彩
設
盤
じ
て

試
行
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
が
中
里
町
内

A

同
等
で
す
。
ま
ず
、
置
源
再
生
む
み
白

定
期
収
村
山
に
よ
る
と
み
の
減
量
化
、
処

理
問
難
物
(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
等
V
1

有
諮
性
物
問
自
分
別
(
電
池
等
)
、
ス

時
多
鐘
の
と
み
、
大
型
む
み
、
由
家
電
製
テ
j
シ
ョ

y
の
再
検
討
、
排
出
時
間
四

一
軒
品
)
白
四
分
別
空
ず
凶
(
上
衰
の
と
台
制
限
な
ど
梧
指
憎
押
し
ま
す
。

哉

、

，
骨

一
D
U

第
二
一
段
階
は
、
協
力
自
治
会
を
長
大

収
乙
の
よ
う
に
、
新
し
い
方
式
は
、
む
し
、
内
容
白
充
実
と
扇
題
点
の
…
洗
い
匿

九
掛
み
の
分
別
白
書
と
議
再
生
と
語
し
を
官
、
改
善
語
い
ま
す
。
ま

一
駐
定
期
収
集
包
L
よ
D
、
む
み
の
減
量
に
た
、
丹
副
と
収
輩
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
む

が
叫
よ
る
経
闘
の
節
減
、
資
源
化
を
積
極
的
管
翠
苛
、
市
民
と
行
政
が
巣
た
す
慾
副

総
療
に
行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
を
確
認
し
あ
い
確
定
し
ま
す
。

一
明
調

ζ
白
方
式
が
実
施
さ
れ
る
と
一
万
J
J

第一一一一段衝と
L
て
は
、
第
一
段
階
、

ザ
以
上
の
減
量
化
、
資
源
化
が
図
れ
る
も
第
二
段
階
自
試
行
実
情
同

6結
果
に
も
と

な
み
は
、
燃
え
る
C
み
、
燃
え
な
い
報
告
曹
の
宗
旨
は
、
市
民
e

行
政
・
の
と
一
期
痔
吉
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
批
判
づ
き
、
全
市
壊
に
実
施
し
て
い
ぐ
己
と

ご
み
、
臨
時
む
み
の
一
一
一
分
別
に
し
て
処
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
割
を
羽
揺
に
源
再
生
と
み
と
し
て
舟
別
収
気
し
、
処
に
な
り
ま
す
。

還
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
排
出
者
自
ル
し
、
責
任
伊
丹
か
ち
台
う
こ
と
か
ら
蛤

ー
ん
震
に
よ
D
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

h
a
望
号
守
主
事
丹
監
甘

み
の
襲
壇
場
所
)
に
よ
っ
て
は
、
年
中
す
。
ま
ず
市
民
は
、
排
出
者
と
し
て
白

E

iご
制
覇

f
f
f
t
z
一

一

戸

ιEF
ノ

む

み

が

散

乱

し

、

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

豊

富

「

と

み

の

棋

聖

騒

が

的

事

ご

み

分

別

指

導

員

を

設

置

し

て

白
方
々
へ
の
迷
感
は
も
と
よ
り
、
街
の
力
、
む
み
排
出
時
の
前
処
逗
(
水
切
り

美
援
を
大
き
〈
そ
こ
ね
て
い
ま
す
。
等
〉
、
排
出
ル
:
ル
の
惑
ザ
(
分
別
と
新
し
い
む
み
由
丹
別
と
収
品
方
式
の
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
で
す
e

ま
た
、
分
別
し
な
い
で
出
す
方
も
多
収
韓
日
)
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」
に
、
中
里
町
内
会
(
会
長
情
臼
謀
平

い
た
め
、
空
き
か
ん
や
空
き
ぴ
ん
な
ど
が
大
き
な
世
白
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
氏
〉
が
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
協
力
し
⑧

ζ
み

分

別

指

導

員

を

が
燃
え
る
と
み
に
混
じ
っ
て
い
る
た
政
は
、
処
理
を
主
悼
と
し
た
役
割
「
収
て
い
た
だ
け
る
ζ
と
に
な
り
一
ま
し
た
。
①
中
里
町
内
会
で
は
煮
花
推
進
部
、
南

め
、
焼
却
炉
の
揖
み
な
怠
め
る
結
果
と
集
運
棚
、
中
間
処
理
、
最
終
処
穿
等
む
そ
の
実
施
方
法
が
、
次
の
と
お
幻
決
生
厚
生
部
、
各
組
長
、
中
皇
長
静
ク
ヨ

な
っ
て
い
ま
す
白
務
症
な
事
業
白
推
進
」
が
主
な
役
呂
ま
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
フ
、
子
供
全
世
田
国
に
よ
る
一
か
月
む
と

そ
し
て
、
現
在
使
用
中
の
焼
却
炉
も
で
、
事
業
者
は
「
適
亙
処
理
へ
の
協
中
塁
町
内
会
の
み
な
さ
ん
円
」
協
力
〈
だ
の
交
番
制
で
、
各
集
積
所
の
掲
掃
に
あ

昭
和
西
十
七
停
に
建
設
し
た
も
白
で
、
力
、
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
酷
」
な
ど
さ
い
。
た
り
ま
す
ロ

建
設
捜
す
で
に
+
一
年
余
た
っ
て
お
が
役
目
と
、
強
く
指
摘
し
て
い
ま
す
。
②
指
導
員
は
、
午
前
七
時
か
ら
九
時
C

P
、
者
約
化
が
激
し
〈
閣
議
お
時
期
に
市
で
は
、

ζ
の
報
告
一
習
を
も
と
に
、
⑧
収
集
日
と
集
穣
場
所
ろ
ま
で
、
誼
克
明
個
所
で
と
み
由
一
出
し
方
や

き
て
い
ま
す
。
平
塩
市
の
将
来
を
援
護
し
た
、
新
し
ミ
①
可
燃
と
み
〈
燃
や
せ
る
な
み
)
は
今
指
定
以
外
に
出
さ
な
い
亭
フ
指
導
者
〆
汀

そ
こ
で
、
と
み
の
発
空
抑
制
、
甑
量
平
塚
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
耳
塩
方
式
…
」
ま
で
と
お
り
週
二
回
の
収
第
臼
と
し
ま
い
ま
す
。

化
、
資
源
化
を
も
う
一
度
見
室
し
、
新
そ
考
え
ま
し
た
。
す
固
た
だ
し
、
可
燃
不
適
む
一
み
、
資
源
③
指
導
闘
は
、
有
害
と
み
容
擦
を
律
問
積

抗

日

間

品

目

刊

訂

新

し

い

ご

み

の

関

誌

時

計

お

前

日

昨

日

す

が

終

わ

っ

た

ら

験
者
を
ま
じ
え
た
さ
み
問
題
検
討
聾
平
塚
方
式
と
ま
更
し
ま
せ
ん
。

l
o
l
o
l
o

員
企
」
学
設
置
し
て
、
己
白
富
に
取

i

②
可
燃
不
通
己
み
(
燃
や
せ
な
い
む
私
た
ち
の
日
常
牛
一
一
活
む
な
か
か
ら
一
発

D
組
ん
で
き
宇
レ
た
ロ
新
し
い
平
壌
方
式
は
、
従
来
の
三
分
み
、
プ
一
フ
む
一
品
、
有
害
む
み
〉
を
出
す
自
生
す
る
と
み
、

ζ
白
C
み
の
処
逗
は
、

ご
み
問
題
検
討
別
方
式
(
燃
ず
き
ま
、
燃
え
な
い
と
は
、
祝
祭
日
を
せ
揺
月
額
二
、
第
四
避
け
て
と
お
る
ζ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

み
、
臨
時
む
み
)
の
ほ
か
に
、
資
諒
化
火
曜
召
で
す
。
集
積
場
所
は
薪
し
く
一
設
家
庭
者
守
る
主
掃
む
み
な
さ
ん
、
先
頭

委

員

会

が

提

案

持

品

目

V
M十
日

日

時

間

町

軒

町

十

み

(

故

紙

、

雑

誌

、

布

日

月

間

時

計

日

前

む
み
問
題
樟
討
委
員
会
支
は
、
今
年
方
式
と
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
可
類
、
金
属
類
、
窓
会
ぴ
ん
、
ガ
ラ
ス
く
土
で
も
結
構

τず。
む
み
白
登
戸
一
端
企

一
月
か
ら
半
年
間
、
先
進
都
市
の
視
謀
燃
ひ
み
(
燃
や
せ
る
む
み
)
、
可
燃
木
適
ず
等
)
吐
出
す
白
は
、
毎
月
第
一
、
軍
議
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
た
尽
き
、
と

や
本
市
の
実
憩
把
握
な
E
、
十
分
研
究
む
み
〈
燃
や
せ
な
い
と
み
、
プ
一
フ
と
み
、
一
一
死
曜
日
で
す
。
祝
票
日
も
実
施
し
ま
み
処
閣
聞
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ダ
!
に
な

し
て
い
た
だ
い
?
占
師
果
、
「
新
し
い
な
有
害
ご
み
〉
、
賢
諒
再
生
む
み
(
故
紙
、
す
。
集
積
場
所
は
苛
mr木
造
と
み
と
間
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
己
か
ら
第
一
捗
を

み
分
別
と
収
聾
方
式
」
に
つ
い
て
一
報
告
雑
誌
、
布
謡
、
金
属
覇
、
啓
一
き
ぴ
ん
じ
場
所
で
す
。
進
め
、
清
揮
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
わ
を

曹
が
提
出
さ
れ
ま
し
だ
き
の
定
期
収
集
化
と
臨
時
な
み
(
一
③
む
品
凌
出
す
時
間
は
、
収
集
白
書
H

し
ま
し
ょ
う
。

平
塚
市
由
と
み
処
理
は
、
分
別
・

8
7
1シ
ョ

y
方
式
に
よ
る
定
鋪
収
集
と
焼
却
等
じ
ょ
の
、
完
全
処
濯
を

函
わ
な
が
ら
、
州
問
適
で

E
る
お
い
の
あ
る
輯
農
が
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
問
民
の
生
活

様
式
田
向
上
に
よ
れ
U

む
み
の
覇
も
多
接
記
し
て
お
台
、
続
却
炉
の
揚
み
も
鞍
レ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収

察
官
以
外
白
色
み
の
排
出
や
燃
え
る
む
み
と
燃
え
な
い
な
み
の
混
入
が
署
長
¥
改
昔
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
己
で
索
底
、
新
し
い
む
告
処
翠
議
は
な
い
も
の
か
と
、
さ
み
問
題
検
討
議
員
会
を
設
撞
し
て

検
討
を
量
ね
て
垂
芋
レ
た
が
、
乙
己
に
、
む
み
戦
争
へ
四
挑
戦
と
も
い
う
べ
き
、
新
し
い
試
み
が
持
わ
れ
る
己

と
に
な
れ
ぞ
芋
レ
F
V
Eれ
か
ら
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
と
協
力
い
た
だ
け
る
中
塁
前
向
舎
の
み
な
事
ん
と
一
緒

に
新
し
い
む
み
処
護
方
式
に
つ
い
て
考
え
、
最
良
な
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
月
十
五
日
か
る
中

箆
町
内
金
で
ス
タ
ー
ト
す
る
ζ
自
新
し
い
む
み
升
別
方
式
に
期
持
し
ま
し
ょ
う
a
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品
切
@
@

平
塚
市
の
「
名
替
市
民
」
シ
じ
て

称
且
勺
を
場
P
れ
た
ば
か
bmu阿
野

謙

一

川

一

…

一

先

祭

炉

、

十

月

十

六

日

午

後

一

時

動

十

七

分

東

海

大

学

夜

学

部

付

属

持

続

摘

で

永

眠

吉

忘

れ

た

。

釦

平

車

市

は

、

名

替

市

民

の

栄

誉

者

初

た

た

支

る

た

め

、

日

本

体

宵

協

会

と

酔

日
本
盤
上
競
技
連
盤
、
皐
稲
岡
大
学

J
G

シ

協

力

し

、

合

同

罪

を

十

一

月

八

百

歌

一

午
後
一
時
か
ら
市
高
セ
ジ
タ

l
t行
融

一

三

麗

議

案

量

豊

富

の

弔

辞

一

台
詞
弾
は
、
前
審
議
院
議
長
の
徳
田
品
と
、
石
川
京
一
市
長
も
「
心
か
一

4

笠利
J

出
が
葬
儀
議
員
長
と
し

τ埴
ら
な
め
い
磁
を
詳

E
一
子
」
と
市
浸

樟
白
擦
を
功
べ
ら
れ
、
闘
い
て
衆
参

fA摂
し
て
別
れ
の
一
一
一
一
日
東
参
議
ベ

た。

ιの
問
、
早
稲
巴
大
学
受
綴

主
謀
田
町
内
一
間
帯
す
る
罪
送
存
進
出
な
ど

が
講
で
ら
れ
、
し
め
や
か
の

2ち
に

融
式
は
進
め
ら
れ
た
。
午
桂
三
時
か
ら

離
は
、
一
般
献
花
が
仔
わ
れ
、
つ
め
か

一
げ
た
宿
民
自
み
な
さ
ん
が
、
あ
り
し

日
の
先
生
聖
偲
び
な
が
ら
次
々
に
別

れ
を
告
げ
た
。

て
お
ら
れ
る
固

市
民
格
談
窓
匁
!
一
一
一
一
内
線
二
丸
一
四
一
¥

O
A権
法
捧
治
談
一
日
月
話
回
〈
市
心
、
ロ
月
6
自

(6

0
行
政
替
融
問
相
談
{
犯
時
f
お
時

〈
〉
一
揖
法
樺
相
鋭
ロ
月
1
目
(
木
)
、
ロ
月
羽
田
〈
市
中

予
約
制
(
電
器
一
で
も
可
)
、
児
時

i
m時

。
宅
地
獲
物
相
談
日
月
明
品
目

(6、
羽
時
5
花
時

予
約
制
〈
盟
認
で
も
荷
〉

。
登
館
、
怒
向
調
援
相
談
花
月
旦
同
(
品
也
、
治
時
1
日四時

。

住

宅

栂

談

日

月

普

門

6
4時
f
語

。
窓
例
年
金
椙
桜
花
月
8
日
〈
京
〉
、
ぬ
時
f
日
時

。
一
般
市
民
総
践
径
百
(
た
だ
し
、
土
摺
留
は
ロ
時
ま
で
、
日

掴
・
祝
自
は
除
〈
〉

O
淵
撃
事
翁
絞
日
月
浦
臼
(
金
、
お
日
(
念
、
ロ
月
2

日
(
金
〉
、
均
時
lr日
時

。
発
問
明
哩
察
特
許
摂
談

U
R
E日
完
〉
却
時

τ話
時

。
下
務
取
引
栂
餓
ね
月
8
臼
(
+
A
V

、
認
時
部
分
3
日四時

ご利用を
青
少
年
翁
談
窓
〈
市
民
布
行
J

虫
l
一一隅巴M

l七
一
町
一
一
一

月
i
金
曜

B
9時
5
話
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

議
後
会
銘
柄
叫
1
ニ
三
一
均
一
三

。
心
葱
」
よ
相
鋭
鋒
遇
月
摺
自
(
欝
五
伊
藤
〈
)
、
お
時
f
刊日時

。
母
ヰ
ム
相
談
箆
骨
月
5
金
親
日
、

9
時
1
施
時
泊
分

。
四
世
麓
掴
思
議
栢
談
毎
溜
月

F

〉
金
調
呂
、

9
時
i
刊四時

。
高
齢
者
職
難
格
段
毎
週
月
}
金
融
噛
宮
、

9時
却
分
1
日四時

土
問
日
は
M
M
時
ま
で

。
老
人
相
融
自
毎
週
火
・
木
曜
日
ハ
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

体
み
)
、
午
前
ぬ
時
f
n時

41ヰ



乙
白
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

近
代
化
盛
営
の
合
用
化
と
、

ゲ

1
ピ
ス
白
向
ト
十
世
図
ご

い
鮫
興
開
閉
麗
に
努
め
た
居
者
血

ド
し
て
表
彰
す
る
も
由
。
入
柑

山
一
々
は
択
の
と
お
り
。
〈
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群
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マ

A
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紅
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:
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〉
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切にしよう
防犯灯は夜通行する人む安全礎保や犯罪防

止の役呂をするE重要な施設。大切にしよう。

迂樹木の校等で妨l8:t:JO光をさえぎっている

ときは、枝を取D払うようにしよう。

②石を投げた Dして、いたずらをしないよう

にしよう。

哩)l!わt管がつかない場合は、 IVJl8:t:Jについて
いる番号を市役所交連安会諜へ連絡しょ

フ。

民ただし、自治会所有の防犯灯もあるので、

自治会所有のものは自治会へ連絡を。

交通安全課電話23-1111

担当額境衛生韓務繰

415 



臨華麗ひらつか昭和58年11月15日

平
塚
市
で
ほ
、
行
政
老
議
め
号
2
え
で
必
要
な
基
礎
資
斜
を
得
る
白
的

で
、
住
町
田
実
態
調
査
竜
行
っ
た
。
こ
白
ほ
ど
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
の
で
紹
介
す
る
。
内
容
は
、
「
生
活
環
境
」
「
日
常
の
文
化
的
活
巌
白
調

所
」
「
中
心
商
活
僚
に
望
む
ζ
と
」
「
平
塚
の
印
象
」
な
ど
に
丹
か
れ
て
い

る
白
今
月
か
ら
内
容
別
に
散
留
に
わ
た
っ
て
掲
識
す
る
。

門
調
査
方
法
〕
①
平
壇
土
治
L
住
む
二
十
講
以
上
の
罫
女
を
品
川
議
に
住
民

基
本
台
桟
か
る
等
間
隔
に
抽
出
②
謂
驚
方
法
調
査
察
に
担
金
受
取
人
払

い
の
返
需
用
封
筒
苦
海
手
郵
送
③
認
査
期
日
昭
和
五
十
八
年
七
月
十

五
日
諮
問
付
、
宙
開
明
結
問
問
M

①
配
付
散
七
手
吉
七
十
五
②
回
収
散

五
千
四
百
五
十
一
一
一
③
臨
収
事
七
六
軒に

つ
い
て

は@@@

毎
週
百
曜
日
午
債
五
時
盟
十
五
分

か
b
テ
レ
ピ
神
模
川
で
一
放
映
し
て
い

る
「
神
帯
川
十
字
路
」
の
番
組
に
、

平
壇
市
が
製
作
片
し
た
「
わ
が
ま
ち
の

防
災
づ
く
D
」
が
放
映
さ
れ
る
。
ぜ

ひ
、
と
覧
い
た
だ
き
た
い
。

己
申
番
組
は
、
市
民
が
地
震
を
迎

え
撃
つ
ナ
ヤ
め
に
は
ど
の
よ
ー
つ
に
し
た

壱
ぷ
い
か
、
市
内
宝
町
田
柏
会
の
自

主
防
災
経
撒
白
活
躍
ぷ
り
を
紹
介
し

な
が
回
、
情
報
室
事
選
対
揮
に

つ
い
て
語
り
か
け
て
い
る
。

こ
れ
彦
議
会
に
、
お
宅
で
も
、
も

う
一
度
、
地
震
を
迎
え
撃
つ
一
た
め
の

防
災
対
策
会
見
直
じ
で
い
た
ぜ
舌
た

U
 

マ
チ
ャ
ン
九
ル
一
ア
レ
ピ
神
東
川

マ
放
映
日
日
月
初
日
〈
日
〉
午
後

5
時
品
分
1
6時
ま
で
(
日
分
溜
)

マ
番
組
神
顎
川
十
ヰ
蕗
「
わ
が
ま

ち
の
訪
災
づ
と
り
一

11月20S 午後5時45分~テレビ神奈川で

111111111111111宝町

臨時請揚作業員の募集

・資格大学生に限る

賃金 日 額 5，500丹
期間 12月 10臼 ~12月 28 尽

出希望される方は、市販の履歴曹を11
月22臼までに職員課人事係〈簡話23
~1111)へo

416 

基金の目様額は、 3年間で 2億円。

基金から生み出された利子は、地域

福祉活動を進めるための福祉事業の

広い範囲に使用されている。あなた

の善意を社会福祉基金にと協力を。

現在額 185，必4，542丹
(58年lOJl18日現在〉

平器市社金捕後協議全電話 33~1377

平理市描祉部揺祉輯務課籍軍話 23~1 1I1 

観光パスでご案内します。参加無料

平車市と平壇市政を知っていただ〈ため、施設見学金

者翼施します。お気薮にむ応募〈だ吉い。グ/しープも可。

カ開催羽・い12丹8日(火〉
官 所 要 時間午前8時50分〈第合コ~午控4時〈解散〉

韓合、解嵩場所は、市役所底面玄関

官コース a:図書館 (50潤年記念際立富〉 ③粗大とみ

破高羽濠場 cr競 輪 場 ④びわ青少年の家 〈昼貴〉

⑤土屋禁酒 CE質主管草公社中翠局 京展宜は各自持重歩

合替加盟措市内在住、夜勤、在学の方

会応募往復ハガキに、重参加南望者の住所、lf;名、年齢、

電話番号在記入し、 11月22日く火〉までに、お申し込

み〈ださい。
食申し込み先干254 平壇市浅間田了 9~1 平塩南役所

広報課程車穏 23~1111 (内融 315)



午前曙時の紅替alJi車担。自転車は少ない午後4時の駅前。自転車者出すのもひと苦苦労後10時。駅前!こはまだ自転車がずいぶん残っている

ポミ葉狩そ詩セ実缶詰423b
子己主ク寺管ゑ一総量市い し

冷主日E京在そ必需喜霊ミ35525釘
宮毒巴主 1 費ぶ 婁皇室量品寝室手書官民去
igZ量 手皇官君事者震予言 ぶ霊長
主事官六臨時主主Z。事 22時

。でイ 関転 行ょとと "1い バ との止車

⑧地区対抗駅伝
く〉とさき 59年 1sl8自

・チーム綴成各地区樟育振興会単位とし

1地!S2'l'- ムまで。監督 1、選浮5、

補 欠2
・響力日揮格 出場地区に、 58年 10月 1日以前

よD車3住し、京市に住民登揖のある高校生

以上の方

⑧実業団対抗駅伝
。とさき 59年 1月15日〈自〉

・チーム編成 l問樟 2テ ムまで。監督1、

選苧5、補欠2
ー静加資格事業所に10月 1
在勤するもの。

場できない。
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子供たちの絵画壌

とき 11月22臼(火〉午後 1時から

行月初尽く水〉午睡3時まで

ところ 中央公民館市民ギャラリー

公立幼稚菌、小学校、中学校白鹿児、児

童、主主盛吃搾品展です。友貯都市、岐阜県高

山市の児蜜、主主桂¢作品も展訴されます。

海宝寺 1 11J'l15日 29日 12月13日
出震回公民館 111月15日 298 12月13臼
民間村ちぴっ子広場 111月16臼 羽田 12月14日

掛畠公E議官 1 11J'll7日 12月 18 15臼
》夜間崎公民館 111月17日 12月 1日 15日
同金沼公民館 1 1IJ'l18日 12月 2臼 16日

ふじみ野団地集会所 111月19日 12月 38 17日
土屋小学校 111月22日 12月 6臼 2日日

出E吉沢公民館 111月22日 12月 6日 2日日
出仕延小学校 1 12月 7日 21日

金目小学校 111月24日 12月 8日 22日
出みずほ小学校 111月24日 12月 88 22日
出万回貝車市営住宅 111月25日 12月 9臼 23日

開設時間は13時30分から14時30分まで。ただし、

ふじみ野団地聾会所は14時から1由時まで。出印は

1e暗から16時まで。雨天のときは中止となる。

*峡沼会

・11月即日 E日)1日時、 14時 3階ホル

ri留意j カラー1時閣5居合監督シドニ

-.ポラッ夕、主演 ロパート・レッドブ

オ }ヘパ ブラーストライサジトご

.12月18日〈臼)1α時、 14時 3階ホール

「ああ野麦峠Jカラ 2時間34分
原 伊 山本茂費、監笹山本穣夫

すこども峡函会

・12月 118(8) 101時、 14時 3階ホーノレ

「トム .yーヤの豊臣実Jカラー27分
「ク』スマスJカラ 12分
「マyチ売Dの少女j カラー18分

女16ミワ映写機議習会

・鍛臼 11月18日〈金)~19 日(二1::)

・時間 9時~16時30分

・会場図 書館3際会輯主主

-持委参ずる物展堂、ハサミ、筆記用具

・申し込み 電話で盟百歯安官径糖党ライブラ!l
ーへ。先着30人まで。

*，武穏君事築三塁jの発事j

一般書写活では耳立!J扱っていない白で、購入

会冬のこどもづェステ 4 バ)~

ゲ』ムや影酷クイズ、そして影挫の上演で

楽しい-f時を過とそう。 C申込制〉

・日時 12月118(日) 13時~16時

・対象小学生.50人
食休賠臼毎週月曜日、 11月24日
官膏昔年金舘

平254浅鶴町12-41 費電話32-7029

*ゲーム講習会

パスの中、パ」チィ、学校、職場で、ちょ

っとしたゲ」ムで集まった人々に笑いをつく

る。レク!lエ}ショジ・ゲ}ムのエッセYス

を覚えよう。 仁申込制〉

・臼時 11月 22日 ~12月 6 臼の毎週火曜日、

*~霊を見る会「秋の星座」
秋白夜"l!に広がる星座たちと、その中に散

Dばめられた星雲・星回昔、博鞍波宮の望遠鏡

在使って観察する。(事加自由〉

・日時 11月258(金)18時~2閣寺
・築台場所掛学教室草

女体験学留「おかざ習を作ろう」

正月を迎えるにあた!J、玄島署などに師る

はおかき!JJを作る。

・日時 12月18臼〈臼) 9 時3(}分~15時
・場所掛学教室

・申し込み 12月10臼までに往復はがきで。

多数回ときは、抽せんで50.人。
合体鯉自毎趨月闇日、 llJ'l23白、月末

企博物摺干254 浅間信JI2-41~軍務33-5111

418 



罰金場保鍵センター

翻受付午控1時-2時

麹母子健康宇植本冊・ illl冊と輩記府

民を持事 (3 か月l~は本{締由.ij.)

[ 3か月児3
12月 2臼 58年 8J'l18-1司日生

12月 7臼 58年 8月11日~初日生

12月21日 58年 8月218-31臼主主

[ 3雄先3
12月 1臼 55年1OJ'l1 8-10日生

12月 8日 55年 10月11臼-20臼生

12月22日 55年 10月21日-31自主主

(7) 

12月中に 8か月から満I揖になる

お子さんを対象に関<.

麹会場平塩艶鍵所講堂

書留日時 12月 9日午控1時3C分から

翻母子健康手帳と筆記用具者持番

かわぺと;しひで

河辺俊秀ちやん
τ合守平揖市真土1賂629の 4 日本潔境

簡主盈Eセンタ一に品勤めの向辺安男

古ん 〈α34鏡〉 と完弟利詰司j暁さ，んん (28歳〉
白ニ男@現主在王10古かミ明月で身長8幻2叩

重 9.2培、 5弱B年 1月1η7日生まれ。

間でもよ〈食べ、よ〈寝る俊秀

ちゃんは、愛想もよく人気もの。

お兄ちゃんの篇史ちゃん (3歳〉

もよく遊んで〈れるが、ふだん忙

しいため遊べないパパと、土暗臼

と日曜日散揖に行〈のが一番換し

品匂

豊富覇1期。 3[9]受ける

ー対盤 2歳 (24か月〉から 4歳(48
か月〉までの幼Lもなお、接理問繍

は 2回、 3回とも 3週間から 8週間。

聖書第2期 1溜受ける

・対最 多蒋 1耳耳目3回目が終わって

から 1年以上 1年 6か月以内の期鶴

に受ける。なお、第 1期を早めに受

第 2耳容もなるべ<4麓までに

うにしていただきたい。

[11月1
16日 福祉会館、健保全期、

出豊田公民卦富

17日 大野公民館、横内公民館、

j由北公民館

18自 楳鰭センター

京中央農協土沢支所

(12月]

21日福祉会館、健部会館、

民豊回公民館

22日 大野公f教官、横内公民館、

域北公民館

23日時健センタ 、

出中先農協土沢支所

韓離監護麓盟監藍覇聾
豊富対象 2歳 6か月まで由乳幼児

認盛場平車時健所

露日程 12月 5日、 12臼、 19日
閣時間午前9時~間前日分

豊富申し込み電話で平揖保健所 (32
0130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼児歯斜教護の受講を.

構 1揖までの赤ちゃんならどなた

でも受けられる。内容は、栄盤、生

活、発育など宵"mに島署するιと。

駿受吋午前 9時3(分-1α時30分
豊富母子健康手帳を持欝

・市役コ所B会議室主 毎月第2月曜日

時鍵セジター毎週水盟日

.59年 5月出産予定自方 12月 5日、

12日、 16日
・59年 2月出産予定のプ'5".12月19日、
26日
援金場保 健 セ ン タ

事覇申し込み 篭話で慌鑓セジター

く34-(311)へo 主治医の許可を樽

-
内
容
日
日
生
よ
仙
の
す
C
し
方
、
諸

問
団
実
関
(
A
目
立
を
す
る
〉

健康相談

@成人病相談 毎週月・金曜日

く〉育児相談毎忍水曜臼

P 時間午前9時30分-lC時3日分

・全焼保健セジ次一

TEL 34 日311

る
。
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時
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昭和59年平器市晴人式は、来年1月 15日市民セYタ

}で聞かれるζ とになった，これにともない、新しく

成人世迎える方々から記念作文を努聾する。

oテーマ 20続的担当輩、抱負、車買い、希望など

。応募撞格昭和38年 4月 2日-39年 4月 1臼生まれ

の7ヨ
0応罫方法 4∞字音吉原稿用紙3枚以内

。その情応害者全員に記念品、慣秀作品こは商状と

商品を糟るa

。締め切り 12月 15日(木〉

。応募先平器市膏少年諜宵璃関内成人式実行謬委員企

〈干254平器市揖腐悶T9-!)

みんなで助け合い、切るい草が迎えられる

よう身母も12月 1日から年来助け合い運動が

始まる。

みなさんから寄ぜられた助け合い算金は、

佐治に恵まれない人やお年寄夕、陣容のある

方などの援護事業に金額を当てている。

耳躍鵠中、地18:の奉仕者四方が伺うのでみな

さんの滋かいと昔話力をa

・潤い合わせ 持問罪金古平理市支金電話33-1377(種主回暗宮内〉

訓告
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も明治6年白証人を立てての約束

も認めないなど、質入れ由IJの到底

納得いくものではない。政府の意

向もうかがえる。これでは大慈悦

へ上告しても勝てそうもない。さ

りとてこれを受ければ穿品長の飢臓

は回市Iである。 弥右構門の見習で

司法省に駆け込み訴えをしたが-

E就され犬と。こうして，&ら白f子事副主

約束の首を耳xIJ、問時に証拠書類

の渦戒をは力、る方向へと進んだ。

焼き打ち参加者は、検事されて

横慌に謹送されるが、沿道の人々

は土下i'Eして乙れを見送ったとい

う。同時に助命運動が起ζ り、そ

0-'"笑顔害は大住・開捜 愛甲 3郡

168宿村の首長はじめ480:;車1万

5千人に達した。一方、強った貫

ス主たちは上等裁判所の判決に反

論して大審設に上告した。現車真欝

を預った神高J山奥<%j野村靖は、命

乞い曹を添えて右大使岩童具視に
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こ
と
も
多
く
、
お
母
さ
ん
に
訪
い

て
ほ
し
い
こ
乙
も
す
ど
さ
ん
あ
る

の
で
す
が
、
忙
し
い
勾
討
さ
ん
に

は
モ
の
余
裕
が
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。

B
君
は
、
次
第
に
学
校
で

落
ち
着
い
て
座
っ
て
い
ら
れ
な
い

干
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
1
B君

が
二
年
症
に
な
っ
た
と
き
、
お
母

さ
ん
は
B
君
の
学
校
で
の
決
盟
が

あ
ま
り
に
も
ひ

E
い
こ
と
を
却
り

A
さ
ん
の
索
縫
は
、

A
さ
ん
去
ま
し
た
。

ζ
の
ま
ま
で
は
E
君
の

婦
に
閉
山
の
芋
が
一
一
人
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
が
案
じ
ら
れ
て
な
り
ま

す
ぐ
近
く
に
A
さ
ん
の
色
両
親
が
せ
ん
。
扇
状
の
中
京
寸
ど
も
に
と

住
ん
で
い
ま
す
。

A
さ
ん
夫
婦
は
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
、
考
え

長
男
の
主
君
が
小
学
校
入
学
と
同
あ
ぐ
ね
た
お
母
さ
ん
は
、
散
指
円
相

時
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
お
思
訣
に
み
え
た
の
で
し
た
。

九
笠
間
引
き
継
ぎ
、
今
で
は
主
に
A
さ
向
田
か
お
話
し
て
い
く
う
ち

ん
夫
婦
が
お
広
を
時
営
し
て
い
ま
に
、
や
は
り
夕
方
か

b
は
お
母
さ

ず
。
と
こ
ろ
が
、
経
営
白
近
代
化
ん
が
子
ど
も
た
ち
と
生
活
者
と
も

を
一
図
ろ
う
と
す
る
お
父
一
一
一
戸
一
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』
為
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
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と
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昔
な
が
ら
の
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あ
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こ
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に
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さ
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ま
し
た
。
モ

っ
て
、
お
母
事
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し

か

と
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事
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る
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で
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お
時
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ι
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じ
い
ち
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た
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せ

6
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
押
緋
が
な
け
れ
ば
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め
ま
ぜ
ん
。

は
、
お
母
さ
ん
は
ヱ
了
ど
も
た
ち
の
「
大
人
同
士
が
お
瓦
ト
に
わ
か
り

己
と
が
誌
に
な
り
な
が
ら
も
、
お
合
う
と
い
う
の
は
と
て
一
も
難
し
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
径
せ
に
な
り
が
ち
こ
と
で
、
長
い
時
間
は
か
か
り
ま

で
、
帰
哲
も
最
く
な
る
生
活
が
腕
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

き

ま

し

た

。

私

は

が

ん

ば

り

ま

L
た
」
と
A
さ

さ
で
、

B
告
は
初
め
て
の
学
校
ん
は
、
閉
山
る
い
表
情
で
一
話
さ
れ
ま

生
詰
で
、
不
安
な
が
ら
も
楽
し
い
し
た
。
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万;r~

く〉巡回日程 11月 15 沼仁;/()1時~15時必借電
子金閣/11月 24臼仁木) 9 時 30分~15 時・ 28 日
E月)9時30分~15時 高官高校/11月30日仁木〉

10時---15時東海大学/12月 28(金) 9時30分
~15時五倍ケ台高校/12月 5 臼〈月) 1任時~15

時駅坊口/12月 12臼(月〉刻時~15時関西ペ
イジト

一一ご協力ありがとうございました一一

金協地2:20人、平壇誌でしζ ライ方Yズクラブ

68入、四之宮地1R52入、 t古河特殊金属34人、日本

エアーフィノレ丘一59入、長崎屋78入、ノ《イロ y ト

万年筆110人、三茅削己成工業74人、日産車部284人、
平塩ロータ アクトクラブ113人、ア花工工業56人、
三和ケミカノレ29人、富士チタン工業48人、プラス

テク55入、保健-t>'タ-55人、釈北口122人
/ 

朝夕の犬の歓棋は、犬四健康のために必嬰なζ

とだが、 rnるのは、犬のフジ、を放鐙すること。

構生上よくないCとはもちろんのζ と、イ也白人に

たいへん迷惑になる。 込犬のアジ、は、飼い主白、

責任において土に埋めるなど始末しよう。なお、

滋路側溝には入れない己と α
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